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 まえがき 

急速に進展する高齢化に伴って、認知症高齢者の一層の増加が見込まれています。新オレンジプ

ランでは、医療サービスや介護サービスの提供体制について、サービスそのものの技術的なレベルアップと

ともに、一般的な「認知症高齢者への対応力」を強化するべく、医療専門職向けの認知症対応力向

上研修を順次展開してきたところです。

その 1 つである病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修は、一般病院における認知

症高齢者の入院受け入れや、入院期間中における対応について、必ずしも適切に行われない場合が

少なくない、との課題意識の下で、平成 25 年度より全国の一般病院を中心とする医療従事者を対

象に実施されてきました。「平成 29年度末まで」とした同プランにおける修了者目標 87,000人は達成

できているものの、認知症高齢者が合併症等による入院医療を受ける体制が、全国的・一般的に十

分整備されているとは言えない状況にあり、引き続き、同研修の更なる充実が求められていると言えま

す。しかし、同研修のスタート以来、認知症高齢者に対する医療や介護の環境変化・制度変化等が

進む中で、教材の改訂が実施されておらず、教材の充実・修正が急がれる状況でもありました。 

そこで、本年度、老人保健健康増進等事業の一環で、同研修の教材について改訂を行いました。

もっとも、講義スライドのデータ更新や制度改正内容の反映といった修正だけでは、病院勤務の医療

従事者が今日的に直面する課題に応える内容とはならず、改めて、同研修の修了者に求められる基

本的な知識・技術とは何か、に立ち返った見直し・改訂が必要と考えました。 

病院勤務の医療従事者にとっての導入研修的な本研修として必要なコンテンツの絞り込み、受講

し易いコンパクトな設計の維持、映像教材の導入、旧教材での修了者との整合性など、限られた時

間ではありましたが、可能な限りの工夫を試みました。 

来年度以降、改訂教材にて充実した研修が展開されることを期待しますとともに、多くの受講者お

よび講師を担う医師・看護師等の方々、企画・運営を行う行政担当の皆様・団体の皆様からの忌憚

のないご意見を賜れば幸いに存じます。 
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Ⅰ 事業概要

1. 事業名

認知症に関する研修の普及および評価に関する調査研究事業

2. 事業目的

平成 25 年度より教材改訂が行われていない「病院勤務の医療従事者向け教材」について、カリキュラ

ムの検討およびテキストを改訂するとともに、映像教材の開発も行う（病院勤務の多職種向け、院内連

携の内容を強化）。

また、かかりつけ医、歯科医師、薬剤師、看護職員認知症対応力向上研修については、専門職団体

への個別ヒアリング等を通じて問題点を吸い上げ、軽微な修正を必要時行う。

3. 事業実施期間

平成 29年 6月 6日（内示日）から 平成 30年 3月 31日 まで

4. 事業内容

かかりつけ医、歯科医師等の専門職対象の対応力向上研修の課題検討のため、また、教材改訂の

対象となる病院勤務の医療従事者向け研修のカリキュラム検討に資するため、委員会を設置する。

病院勤務医療従事者向け研修の具体的な教材改訂を行うための作業委員会を設置する。事業期

間後半には、同研修のカリキュラムや改訂教材の趣旨・内容を説明するための教材説明会を実施する。

4-1 事業の具体的な内容 11

▶「認知症対応力向上研修」全般を検討する委員会を設定する

現在、5つの職種・分野で行われている「認知症対応力向上研修」に係わる各団体の代表者で委

員会を構成し、各分野での現状のカリキュラムやテキスト等についての問題点を吸い上げる。

また喫緊で改訂が必要なものや軽微な改訂に関しては本年度事業で対応し、大幅な改訂や重厚

なものに関しては次年度以降の課題とする。

・各専門職対象の研修全般の検討等
・個別ヒアリング等による軽微修正の対応
・研修実施の工夫例等の事例・情報の収集

・同研修の内容・カリキュラムの検討
・講義教材（スライド等）の改訂
・映像教材（DVD）の制作（DVD検討班）

・改訂教材の趣旨・内容説明会の実施(3月予定)

病院勤務の医療従事者向け
認知症対応力向上研修

(親)委員会

教材説明会



Ⅰ 事業概要      

1. 事業名

認知症に関する研修の普及および評価に関する調査研究事業

2. 事業目的

平成 25 年度より教材改訂が行われていない「病院勤務の医療従事者向け教材」について、カリキュラ

ムの検討およびテキストを改訂するとともに、映像教材の開発も行う（病院勤務の多職種向け、院内連

携の内容を強化）。

また、かかりつけ医、歯科医師、薬剤師、看護職員認知症対応力向上研修については、専門職団体

への個別ヒアリング等を通じて問題点を吸い上げ、軽微な修正を必要時行う。 

3. 事業実施期間

平成 29年 6月 6日（内示日）から 平成 30年 3月 31日 まで

4. 事業内容

かかりつけ医、歯科医師等の専門職対象の対応力向上研修の課題検討のため、また、教材改訂の

対象となる病院勤務の医療従事者向け研修のカリキュラム検討に資するため、委員会を設置する。 

病院勤務医療従事者向け研修の具体的な教材改訂を行うための作業委員会を設置する。事業期

間後半には、同研修のカリキュラムや改訂教材の趣旨・内容を説明するための教材説明会を実施する。 

4-1 事業の具体的な内容 11

▶「認知症対応力向上研修」全般を検討する委員会を設定する

現在、5つの職種・分野で行われている「認知症対応力向上研修」に係わる各団体の代表者で委

員会を構成し、各分野での現状のカリキュラムやテキスト等についての問題点を吸い上げる。

また喫緊で改訂が必要なものや軽微な改訂に関しては本年度事業で対応し、大幅な改訂や重厚

なものに関しては次年度以降の課題とする。 

・各専門職対象の研修全般の検討等
・個別ヒアリング等による軽微修正の対応
・研修実施の工夫例等の事例・情報の収集

・同研修の内容・カリキュラムの検討
・講義教材（スライド等）の改訂
・映像教材（DVD）の制作（DVD検討班）

・改訂教材の趣旨・内容説明会の実施(3月予定)

病院勤務の医療従事者向け 
認知症対応力向上研修 

 

(親)委員会 

教材説明会 
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【教材作成委員会】 ◎は分科会座長

氏名 団体・所属 役職

桑原 良子 聖路加国際大学大学院看護学研究科老年看護学 助教

高道 香織 国立長寿医療研究センター 長寿医療研修センター 看護研修室長

多賀 努 早稲田大学人間科学学術院 人間科学部健康福祉科学科 准教授

竹原 敦 湘南医療大学リハビリテーション学科 准教授

◎堀部 賢太郎 国立長寿医療研究センター もの忘れセンター 連携システム室長

山田 清文 名古屋大学大学院医学系研究科 医療薬学・医学部附属病院薬剤部 教授・薬剤部長

【オブザーバー】

田中 規倫 厚生労働省 老健局総務課認知症施策推進室 室長

延 育子 厚生労働省 老健局総務課認知症施策推進室 認知症ケア専門官

中越 瑞紀 厚生労働省 老健局総務課認知症施策推進室

【事務局】

山中 一義 地域活性化協同組合フロンティア 代表理事

畠山 美恵子 地域活性化協同組合フロンティア

小森 由美子 サクラコミュニケーションズ

阿部 崇 合同会社 HAM 人・社会研究所

［委員会］

第1回 委員会

日時 平成29年8月24日（木）

議事 1  平成29年度事業計画について

2  テキスト改訂の検討体制（分科会設置等）について

3 ご意見交換

第1回 教材作成分科会

日時 平成29年9月4日（月）

議事 1 平成29年度事業計画について

2 病院勤務医療従事者研修 教材作成の方向性・内容について

3 ご意見交換

▶「病院勤務の医療従事者向け教材」の改訂および開発を検討する作業分科会を設定する

初年度の 25 年度から改訂が行われていない「病院勤務の医療従事者」については専門家による

分科会を設けカリキュラムや教材の改訂・開発を検討する。また「病院勤務」では医師看護師以外の

職種も対象となることから、多職種での連携についても検討する。メンバーとしては専門医、認定看護

師、作業療法士等で構成する。

本分科会では下記を検討する 

(1) テキスト(パワポスライド)について改訂・開発を検討する。

(2) 要望が多い DVD についても開発を検討し作成を行う。

▶「病院勤務の医療従事者向け研修」テキスト説明会の開催

分科会で検討・作成され、委員会で承認された教材(テキスト・DVD)を使用しての「教材説明会」を

年度末を目途に開催する。対象は講師候補者、並び 自治体担当者にとする。また、各自治体で推

進していくために本説明会を記録撮影し、報告書等本事業成果物と併せて各自治体に送付する

（または、ホームページへの掲載）。

▶事業報告書等の作成

本事業での成果物は以下を予定する。

(1) 改訂教材の CD および DVD のセット

(2) 教材説明会の記録映像 DVD

(3) 事業報告書

4-2 委員会等体制および開催状況

【委員会】 ●は委員長

氏名 団体・所属 役職 

荒木  暁子 公益社団法人 日本看護協会 常任理事 

有澤  賢二 公益社団法人 日本薬剤師会 常務理事 

今津  弘子 堺市健康福祉局長寿社会部 地域包括ケア推進課 課長 

●遠藤  英俊 国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 長寿医療研修センター長 

小玉   剛 公益社団法人 日本歯科医師会 常務理事 

鈴木  邦彦 公益社団法人 日本医師会 常任理事 

丸山   泉 公益社団法人 全日本病院協会 理事 

武藤   清 福島県保健福祉部高齢福祉課 課長 
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【教材作成委員会】 ◎は分科会座長

氏名 団体・所属 役職 

桑原  良子 聖路加国際大学大学院看護学研究科老年看護学 助教 

高道  香織 国立長寿医療研究センター 長寿医療研修センター 看護研修室長 

  多賀   努 早稲田大学人間科学学術院 人間科学部健康福祉科学科 准教授 

  竹原   敦 湘南医療大学リハビリテーション学科 准教授 

◎堀部 賢太郎 国立長寿医療研究センター もの忘れセンター 連携システム室長 

山田  清文 名古屋大学大学院医学系研究科 医療薬学・医学部附属病院薬剤部  教授・薬剤部長 

【オブザーバー】 

  田中  規倫 厚生労働省 老健局総務課認知症施策推進室 室長 

   延   育子 厚生労働省 老健局総務課認知症施策推進室 認知症ケア専門官 

  中越  瑞紀 厚生労働省 老健局総務課認知症施策推進室  

【事務局】 

  山中  一義 地域活性化協同組合フロンティア 代表理事 

  畠山  美恵子 地域活性化協同組合フロンティア 

  小森  由美子 サクラコミュニケーションズ

  阿部   崇 合同会社 HAM 人・社会研究所

［委員会］  

第1回 委員会 

日時   平成29年8月24日（木） 

議事   1  平成29年度事業計画について 

       2  テキスト改訂の検討体制（分科会設置等）について 

     3  ご意見交換 

        第1回  教材作成分科会 

日時   平成29年9月4日（月） 

議事   1  平成29年度事業計画について 

     2  病院勤務医療従事者研修 教材作成の方向性・内容について 

     3  ご意見交換 
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4-3 事業スケジュール

委員会、教材作成分科会、研究班会議は、概ね以下のスケジュールで進行した。

図表 1.2 事業スケジュール（交付申請書面を更新）

平成 29年 4月 5月 6月 7月 8月 9月

事
業
実
施
内
容

第 1回 委員会
●

教材作成分科会①
◉

10月 11月 12月 平成 30年 1月 2月 3月

事
業
実
施
内
容

第 2回委員会
●

分科会② 分科会③ 分科会④ 分科会⑤
◉ ◉ ◉ ◉

（講義教材 ︓ スライド・テキスト作成） 教材説明会開催
◆

（映像教材 ︓ DVD 作成） 撮影 編集

報告書作成
（DVD・CD のプレス）

        第2回  教材作成分科会 

日時   平成29年10月8日（木） 

議事   1  教材スライド原案について 

     2  教材DVDの企画案について 

        第3回  教材作成分科会 

日時   平成29年12月7日（木） 名古屋会場 

議事   1  教材スライドの検討 

     2  教材DVDの検討 

        第4回  教材作成分科会 

日時   平成29年12月20日（木） 名古屋会場 

議事   1  教材スライドの検討 

     2  教材DVDの検討 

        第5回  教材作成分科会 

日時   平成30年1月29日（月） 

議事   1  教材スライドの検討 

     2  教材DVDの検討 

      第2回 委員会 

日時   平成30年3月5日（月） 

議事   1  病院勤務医療従事者研修 教材改訂について（確認） 

① スライド教材
② DVD教材

     2  教材説明会について 

     3  事業取りまとめに向けて 
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4-3 事業スケジュール

委員会、教材作成分科会は、概ね以下のスケジュールで進行した。

平成 29年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

事
業
実
施
内
容

 第 1回 委員会 
 ● 

 教材作成分科会① 
  ◉ 

10月 11月 12月 平成 30年 1月 2月 3月 

事
業
実
施
内
容

     第 2回委員会 
    ● 

 分科会②       分科会③ 分科会④           分科会⑤   
   ◉  ◉     ◉  ◉ 

      （講義教材 ︓ スライド・テキスト作成）       教材説明会開催 
    ◆ 

    （映像教材 ︓ DVD 作成）   撮影     編集 

      報告書作成 
  （DVD・CD のプレス） 

第2回 教材作成分科会

日時 平成29年10月8日（木）

議事 1  教材スライド原案について

2 教材DVDの企画案について

第3回 教材作成分科会

日時 平成29年12月7日（木） 名古屋会場

議事 1  教材スライドの検討

2 教材DVDの検討

第4回 教材作成分科会

日時 平成29年12月20日（木） 名古屋会場

議事 1  教材スライドの検討

2 教材DVDの検討

第5回 教材作成分科会

日時 平成30年1月29日（月）

議事 1  教材スライドの検討

2 教材DVDの検討

第2回 委員会

日時 平成30年3月5日（月）

議事 1  病院勤務医療従事者研修 教材改訂について（確認）
① スライド教材
② DVD教材

2 教材説明会について

3 事業取りまとめに向けて
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❸改訂作業︓コンセプトの再確認

対象者は、実施要綱の通り、一般病院を中

心とする病棟医療従事者（多職種）とするこ

と、研修目的は、職種ごとの具体的・実践的な

技術の習得ではなく、認知症の人への基本的・

共通の対応力の習得とした。

修了者像は、前掲スライドの通りである。職

種ごとの継続研修・アドバンス研修に進める、ま

た、OJT の前提となるような知識を習得する、こ

とを想定している。

❹改訂作業︓研修のあり方（方法論）

研修形態としては、従来の 90 分という研修

時間を維持しつつ、スライドによる講義のみであ

ったものに DVD 教材を加え、より内容充実を狙

うこととした。なお、演習（グループワーク）につ

いては、提供するサンプル事例を変更するものの、

任意実施という位置付けは維持することとした。

実施方法は、従来通り、自治体による集合

研修と病院で実施する個別研修、また、一定

の要件を充足した団体等による実施の 3 つとし、

変更等は検討されなかった。

❺改訂作業︓カリキュラム・教材の内容

カリキュラム構成は、従来踏襲の 3 編構成と

するが、コンセプトとした修了者像を意識して内

容を改訂していく方針とされた。

また、DVD 教材については、講義内容を効

果的に補足するような内容として、入院生活で

よく見られる場面の映像化、また、認知症の人

が見ている・感じているものの映像化などを検討

することとした。

Ⅱ 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修教材改訂 

1. 改訂方針の検討

第 1 回委員会において、平成 29 年度当該事業の事業計画、スライド等教材の改訂作業の概要につい

て了承を得た後、事業内に設置した教材作成分科会にて、具体的な教材改訂作業を進めた。 

  改訂にあたっては、現教材作成の経緯を確認した上で、本研修の位置付け、対象者、修了者像に立ち返

り、そこから、地域での研修実施方法の実態も踏まえて、研修内容・改訂方針などを検討頂いた。以下、検

討・作業の順に教材改訂の経過を整理する。 

❶研修の必要性（現状）の確認する

当初の修了者数目標人数を上回る実績があ

がる一方で、一般病院における認知症の人の

入院受け入れや入院期間中の対応については、

いまだに適切な対応がなされていないとの声も

聞かれることを踏まえ、当該研修について、研修

の実施し易さを保ちつつ、内容のブラッシュアップ

を図ることを確認した。

❷研修が求める修了者像から研修内容・改訂内

容を検討する

    研修の実施主体である自治体や講師を担っ

た医師や看護師からの意見として、当該研修に

ついて、「修了者のイメージをどう設定しているの

か」という意見も多く、改訂にあたっては、修了者

像を検討した上で、盛り込む内容やレベル感な

どについて、一貫性をもって作業することを確認

した。 

    修了者には、スライドにある 4 点、①固定観

念の払拭、②認知症の人等への理解・対応、

③院内連携（共通認識の醸成）、④院外多

職種との連携（基本的意識の醸成）とした。
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❸改訂作業︓コンセプトの再確認

    対象者は、実施要綱の通り、一般病院を中

心とする病棟医療従事者（多職種）とするこ

と、研修目的は、職種ごとの具体的・実践的な

技術の習得ではなく、認知症の人への基本的・

共通の対応力の習得とした。 

    修了者像は、前掲スライドの通りである。職

種ごとの継続研修・アドバンス研修に進める、ま

た、OJT の前提となるような知識を習得する、こ

とを想定している。 

❹改訂作業︓研修のあり方（方法論）

    研修形態としては、従来の 90 分という研修

時間を維持しつつ、スライドによる講義のみであ

ったものに DVD 教材を加え、より内容充実を狙

うこととした。なお、演習（グループワーク）につ

いては、提供するサンプル事例を変更するものの、

任意実施という位置付けは維持することとした。 

    実施方法は、従来通り、自治体による集合

研修と病院で実施する個別研修、また、一定

の要件を充足した団体等による実施の 3 つとし、

変更等は検討されなかった。 

❺改訂作業︓カリキュラム・教材の内容

カリキュラム構成は、従来踏襲の 3 編構成と

するが、コンセプトとした修了者像を意識して内

容を改訂していく方針とされた。 

    また、DVD 教材については、講義内容を効

果的に補足するような内容として、入院生活で

よく見られる場面の映像化、また、認知症の人

が見ている・感じているものの映像化などを検討

することとした。 
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2. 具体的な改訂作業

教材作成分科会では、都合 5 回（予定 3 回、追加 2 回）の検討・確認を行い、講義スライドおよび

DVD 教材の作成を行った。うち、全体構成、新規追加スライド、スライド解説、DVD 教材について、具体的

な作成過程を以下で整理する。 

❶全体構成素案の作成

    現行の構成は講義のみで 90 分の

構成であるため、標準とするスライドは

68 枚であったが、枚数の多さ、特定テ

ーマについての偏り等の意見も多いとこ

ろであった。 

    DVD 教材を導入することにより、講

義時間を 10 分短縮させることとし、80

分については、基本方針の通り、「目

的」、「対応」（最終的に「対応力(知

識)」「対応力(実践)」に分割）、「連

携」の 3編を維持した。内容については、

まずは、おおよそ盛り込む内容を、現行

のスライド内容と対照させて、テーマの

要否や濃淡を検討した。 

▶冒頭の目的では、修了者像を明示す

ることによって、受講者はもちろん、講

師にとっても、研修趣旨を分かり易く

提示した。

▶院内外の多職種連携を意識して、医

療従事者各職種について、「認知症

の人への対応」という共通の切り口で

基本業務や役割に関するスライドを

導入した。

▶各スライドは従来も解説が付されてい

たが、スライドが意図する内容、受講

者の振り返りや講師による説明に資

するように内容を充実させる改訂が行

われた。

- 8 -



❷時間配分

    DVD 部分を含めた 90 分をどのように配分す

るかについては、概ね左スライドのように設定した。

目的 15分、対応 60分、連携 15分として、盛

り込むべき内容を配分した。（具体的な内容は

後掲のスライド一覧を参照） 

❸新規スライド

    改訂作業のコンセプトに沿って、「目的」編で

は、研修修了者像を意識したスライドを新規に

作成した。 

また、「対応力(実践)」では、連携編前に各

職種（医師、看護師、薬剤師、リハ職、相談

職、他スタッフ）の基本的な役割などを整理し

たスライドを新規に作成した。 

❹スライド解説の充実

ハンドアウトのテキストとして用いる場合にはス

ライド下に、そのスライドの配置趣旨（この研修

でなぜこのスライドが使われているのか、どのよう

なことを知ってほしいのかなど）を含めて解説を

充実されることを改訂の 1 つの柱とした。

    新規スライドだけでなく、従来からの継続スラ

イドについても上記の観点から加除修正を行っ

た。
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※補足説明   スライド解説の加除修正および監修作業の分担

印刷原稿では、解説をスライド下に配置 
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❺DVD教材

    DVD のコンテンツについては、具体的な対応

場面について、いわゆる“良い対応例”、“悪い

対応例”を対比させるような内容とするか、もしく

は、認知症の本人の目線から、入院生活やスタ

ッフの対応がどのように映っているのかを映し、受

講者それぞれに“考えてもらう、振り返ってもらう”

ものとするか、など 教材作成分科会において検

討した。 

    認知症の人へのインタビューなども含め、後者

の方針で撮影・編集等を行った。また、全体 90

分のどの部分に配置するか、DVD の前後をどの

スライドとして流れを保つか、等も併せて検討さ

れた。

    なお、DVD についても、制作意図、配置意

図などを受講者、講師に伝わるよう、DVD 挿入

部分のスライドに説明を加える工夫をした。 

次頁以降、改訂教材の 【①講義スライド(全)】、【②DVD教材(制作台本)】を掲載する。 
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【②DVD教材（制作台本）】  
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3. 標準的カリキュラム案（実施要綱）
教材改訂に伴って、認知症地域医療⽀援事業実施要綱 第 3（病院勤務の医療従事者向け認知症

対応⼒向上研修事業）の別記 2 標準的カリキュラムについても下記のように変更・修正された。 
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Ⅲ 教材説明会の実施 

1. 実施概要

（1）名称    病院勤務の医療従事者向け認知症対応⼒向上研修  改訂教材説明会

（2）対象    研修の企画および講師等としてご協⼒を頂く医師、看護師等、また、⾏政のご担当者

 （47 都道府県＋20 指定都市） 
（3）⽇程    平成 30 年 3 ⽉ 10 ⽇（⼟） 13:15 〜 16:30
（4）会場    リロの会議室 ⽥町・会議室 C

  〒108-0014  東京都港区芝 5-26-24 ⽥町スクエア 5 階 

（5）実施状況

   受講者数    35 ⾃治体   56 ⼈（医師等の講師 24 ⼈、⾃治体職員 32 ⼈） 
  3 関係団体・機関  4 ⼈ 
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2. 受講者アンケート
説明会当⽇に実施した受講者アンケートの結果について、以下に整理する。

（0）受講者属性（有効回答ｎ56）

（1）改訂教材について
講義スライド、DVD とも概ね分かり易い・適切との評価であった。

① 講義スライドの内容は全体的に分かりやすいものでしたか。（有効回答ｎ56）

② DVDは講義を補う適切な内容となっていましたか。（有効回答 n55）

とてもそう思う
18

32.1%

まあまあそう思う
36

64.3%

分からない
2

3.6%

とてもそう思う
31

56.4%

まあまあそう思う
23

41.8%

あまりそう思わない
1

1.8%

医師
14

25.5%

看護師
11

20.0%

⾏政
27

49.1%

その他
3

5.5%
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（2）教材説明会(模擬講義)について
説明会について、全体の理解度、研修への活⽤度とも、概ね肯定的評価であった。

① 模擬講義の内容は全体的に分かりやすいものでしたか。（有効回答ｎ56）

② 模擬講義の内容は実際の研修実施に活⽤できそうですか。（有効回答ｎ56）

（3）課題（主なものを抜粋）

看護師以外の職種の⽅への呼びかけ。 
研修後、どのように実践の場で活かしていくか…実践に活かしていけるように、演習も含めて 3時間程度の研修
をしたいと思っています。 
多職種に参加してもらいにくい（看護師の参加者が多い） 
医師の参加を増やすこと。多職種であるため、職種により⾔葉や事例を変えなければいけない。講師の負担増
看護職員の研修ができたことで、院内研修がなされるようになり、当研修の意義が薄くなっている。HCが実施し
ているがモチベーションが上がらない。 
オレンジプラン⽬標値達成に向けて受講者の周知など（受講者数の確保）が課題
講義だけでは学びが深まらないので、グループワーク等の演習が必要だと考えているが、コメディカルだけだと⽇常
⽣活が分らないので、どう計画するかが課題です。 
医師の出席が少ない。講師の講義内容の平準化（講師の経験値等により具体例の例⽰や説明ポイントに
バラつきがある）。 
修了者のフォローアップが課題だと思います。 

とてもそう思う
17

32.7%

まあまあそう思う
33

63.5%

分からない
2

3.8%

とてもそう思う
16

31.4%

まあまあそう思う
31

60.8%

分からない
4

7.8%
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受講者の確保。委託先が変わっても研修内容の質を保つこと。 
グループワークを実施すると、参加率が低くなる傾向にある。他県の取り組みを参考にしながら取り⼊れを検討
したい。 
医療機関の組織的な取り組みにどのように働きかけるかが、実践に伴うための重要な課題と感じます。集合研
修はその意味で少し難しい部分を感じます。 
修了者に対するフォローアップ研修（地域差があるため何か教材となるものがあると良いと思います）。 
研修後のステップアップ研修のあり⽅。 
修了証書を交付して名簿を管理しているが、その修了者の活⽤について、具体的な活⽤はしていない。この研
修修了者を活⽤した取り組みがあれば、HP に掲載などでもよいので情報提供があるとありがたい。 
本当に役に⽴つ教材かどうかは、医療者のスキルの違いにもよると思うので、また将来、初級、中級と細かく分
かれた⽅が資質向上にむすびつくと思う。 

（4）ご意⾒（主なものを抜粋）

講義だけではなく、DVD を含む研修は、認知症の⽅の気持ちが伝わりやすいと感じました。 
DVDの本⼈メッセージ、字が⼩さく読みにくかったです。本⼈視点が重視された改訂のため、ぜひこの DVDを使
⽤したいので、⼤きな字で読みやすくしていただけると⼤変ありがたいです。 
DVD が新たに導⼊されていて⼤変わかりやすく思いました。多職種におけるスライドがあり、研修内容が深めら
れると思いました。実際の講義においては対応⼒よりはまとめ的な内容で使いたいと思います。 
多職種カンファレンス、実際のケースでカンファレンスしている様⼦の DVD があってもよいかと思いました。患者さ
んの視点を中⼼というテーマが⼀貫されている DVD で、研修の材料ととてもマッチしていると思いました。 
改訂前よりも分かりやすい内容となっていると思う。本⼈視点が⼊った点はよかった。（看護職員の認知症対
応⼒向上研修の基本編の部分も、改訂後のものになるとありがたい） 
BPSD（病院スタッフが分からない⾏動があった時）が⽣じた時、何が原因でそれが⽣じているのかを、病院スタ
ッフが考えることができるように、教材に盛り込んでもらえるといい 
動画で視覚的に⼼に響く内容でした。もう少し⻑い⽅が動機づけに効果があるのではないかと思いました。 
職種ごとの基本的な役割や多職種連携のメリット等を具体的に明記していただいたことにより、研修受講後の
院内で多職種チームによる⽀援体制づくりのきっかけになると思われます。また、各々の職種が認知症の⽅へ関
わる際、⾃らの役割を⾃覚し、積極的に関わりやすくなると思われます。 
ご本⼈⽬線の DVD の導⼊により、認知症や認知症の⽅の思い等がとても理解しやすく、研修教材として効果
的だと思います。 
倫理的問題、持てる能⼒の継続について、もう少し含まれているとよかったと思います。 
改訂前の教材の詳細が分かりませんので、⽐較することは難しいですが、教材全体は系統⽴てられて理解しや
すいものでした。せん妄に関しては、看護職、医師以外の⼈には少し難しいように感じました。 
国の決められたスライドで講師の先⽣にお話をしていただくということで難しそうだと思いますが、先⽣⽅の考えも
踏まえてスライドを追加できるよう⼯夫していただいていることをお伝えし、研修をやっていただこうと思います。 
解説付きのテキストを配布していただけるとよかったです。 
模擬講義について、スライドごとに受講者へ伝えるべきポイントの解説があると分かりやすかったです（テキストを
実際に使って話してもらう医師にも参加してもらっていたため）。 
研修（講義）前後の DVDで、対応⼒が向上しているのが各 DVDシーンでよく伝わり、当事者の声もメッセー
ジ性が⾼くよかったと思います 
BPSD の項⽬と関連して、認知機能低下しても感情は保たれている（この部分が抜けてしまっている） 
良い対応についても DVD で対⽐し、⾒るようにする⽅がより効果的だと思われる 
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（5）アンケート票
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（5）アンケート票
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3. 説明会資料（主なスライド抜粋）
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平成 29年度 厚⽣労働省⽼⼈保健事業推進費補助⾦
（⽼⼈保健健康増進等事業分）

医療従事者の認知症に関する研修の
教材開発に関する調査研究事業

報告書

実施主体︓地域活性化協同組合 フロンティア

平成 30年 3⽉
禁無断転載



平成 29年度 厚⽣労働省⽼⼈保健事業推進費補助⾦ 
（⽼⼈保健健康増進等事業分） 

医療従事者の認知症に関する研修の 
教材開発に関する調査研究事業 

報告書 

実施主体︓地域活性化協同組合 フロンティア 

平成 30年 3⽉ 
禁無断転載 






